
公益社団法人日本医師会会長殿

基発 10 0 9第 1号

平 成26年 10月 9日

厚生労働省労働基準局長

労災保険における訪問看護の取扱いの一部改正について

標記について、今般、労災保険訪問看護費用請求書（訪様式第8号）及び労

災保険訪問看護費用請求内訳書（訪様式第9、10号）の様式や提出先について、

別添1により改正を行い、併せて、療養（補償）給付たる療養の費用請求書（様

式第7号（ 5）、様式第 16号の 5 ( 5））の様式について、別添2により改

正しましたので、これらについて御了知いただくとともに、都道府県医師会及

び貴会会員各位に対する周知について、特段の御配意をお願いいたします。



別添1

基 発 0704第 3 号

平成 26年 7月 4 日

都道府県労働局長殿

厚生労働省労働基準局長

（公印省略）

「労災保険における訪問看護の取扱いについてj の一部改正について

標記については、平成6年 9月30日付け基発第610号「労災保険における訪問

看護の取扱いについて」 （最終改正：平成25年5月31日付け基発0531第 1号。

以下「通達」という。）により実施している左ころであるが、今般、訪問看護

費用に係るシステム化及び本省払い化に伴い、通達を下記のとおり改正するの

で、事務処理に遺漏なきを期されたい。

コ］

1 改正の概要

( 1）訪問看護費用の支払について、厚生労働本省が行うこととしたこと。

( 2）労災保険における指定訪問看護事業者が、療養補償給付たる療養の給付

誇求書を提出する場合には、訪問看護を行う事業所の所在地を管轄する都

道府県労働局長（以下「所轄局長Jという。）を経由して所轄の労働基準

監督署長へ提出させるとともに、労災保険訪問看護費用請求書及び労災保

険訪問看護費用請求内訳書を提出する場合には、所轄局長あて提出させる

こととしたこと。

( 3）その他所要の改正を行うこと。

2 通達の一部改正

通達の一部を次のように改正する。

( 1 ）本文について

ア 記の第 1の「又は老人保健法」を削るとともに、記の第 1の1の「健

保指定訪問看護事業者は、」の次に「訪問看護事業所ごとに、」を加え

る。

イ 記の第3の「健康保険における訪問看護療養費に係る指定訪問看護の



費用の額の算定方法の別表「指定訪問看護の費用額算定表JJを「訪問

看護療養費に係る指定訪問看護の費用の額の算定方法（平成20年 3月 5

日厚生労働省告示第67号）の別表「訪問看護療養費に係る指定訪問看護

の費用の額の算定方法JJに改める。

ウ 記の第4を第5とし、第5を第6とし、第3の次に次を加える。

「第4 訪問看護費用の請求手続き等について

労災指定訪問看護事業者は、第3の規定により算定した毎月分

の訪問看護費用を請求しようとするときは、訪問看護事業所ごと

に、訪様式第8号「労災保険訪問看護費用請求書」に訪様式第9

号又は第10号「労災保険訪問看護費用請求内訳書」及び主治医か

ら交付された訪問看護指示書の写しを添付して、所轄労働局長に

提出するものとする。

なお、労災指定訪問看護事業者は、傷病労働者から提出を受け

た、労働者災害補償保険法の施行に関する事務に使用する文書の

様式を定める件（昭和35年 4月 1日労働省告示第10号）に定める

様式（以下「告示様式」という。）第5号又は告示様式第16号の

3 「療養（補償）給付たる療養の給付請求書」について、所轄労

働局長を経由して傷病労働者の所属事業場を管轄する労働基準監

督署長に提出するものとする。」

エ 記の第5の「労働基準監督署長がj の次に「療養（補償）給付の」を

加えるとともに、 「支払うこと。」を「支払うものとする。 Jに、 「都

道府県労働局長が行うこと。 j を「厚生労働省労働基準局長が行う。」

に改める。

( 2）別添「労災保険指定訪問看護事業者療養担当契約事項Jについて

ア 1の「（以下「施行規則」という。）」を削る。

イ 2の「又は老人保健法（以下「健康保険法等Jという。）」を削る。

ウ 4の「（以下「所轄監督署長」としづ。）に」の次に「対し、所轄労

働局長を経由してJを加えるとともに、 「告示様式第5号」を「労働者

災害補償保険法の施行に関する事務に使用する文書の様式を定める件

（昭和35年4月1日労働省告示第10号）に定める様式（以下「告示様式j

という。）第5号j に改める。

エ 6の「その旨をJの次に「所轄労働局長を経由して」を加える。

オ 7の「健康保険における訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用の

額の算定方法の別表「指定訪問看護の費用額算定表J」を「訪問看護療

養費に係る指定訪問看護の費用の額の算定方法（平成20年 3月5日厚生

労働省告示第67号）の別表「訪問看護療養費に係る指定訪問看護の費用



の額の算定方法JJに改める。

カ 8の「訪問看護に係る費用について、」の次に「訪問看護事業所ごと

に」を加えるとともに、 「所轄監督署長」を「所轄労働局長Jに改める。

キ 13の（ 1）の「等」を削る。

( 3）様式について

訪様式第8号及び第9号を別添のとおり改めるとともに、第9号の次に

第10号を追加する。

3 施行期日について

本改正は、平成26年9月 1日から適用する。



労災保険訪問看護費用請求書
車産固田図固四国囚回国図 回国訪様式第B号

帳票種別 修目正番項号 修正欄 ／同『＼＠四鮒朝千日 nー ロ

国四回国図 ※口※口口口口口口口口口 ※7平成口口口口口口口....__,, 
, i二盟主主三t.l:o!!且i誼 or！＂－＂§出藍 o!

①訪問幸子晶子ションの番号

口口口口口口口口
③請求金額 ③内訳書繍サ枚数

千万百万十万 万 千 百 ＋ 円 枚

口口口口口口口口口 口口口
” 金額の頭に平7ークを付けてください。

口口口ただし、平 年口口月分
、、＿＿，

to盟主主ゴ i二重且且盆＂＇

lまtJミ 名に対する訪問看護費用の内訳は、別紙内訳書のとおり

上記の金額を請求します。

年 月 日

郵便番号

住 所

（所在地）

請求人 の 名 称
（訪問看護事業者）

代表者氏名 eP 

（言己名拝叩又l土署名）

労働局長殿 電話番号

受付1印

』．．．． - －・E・－ E・E・－司 ’E・E・－ －－－－－－ －－－－－－ E・E・－－ F・・・・・ ・E・E・－ E・E・－，

※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

． 



書

帳菜種別 修Z項目番号 修E欄

国四回国国 ※口口 ※口口口口口口口口口口口口口口口
①労働保険番号 申百支万払額十万 , 干 百十円

l府県 l所掌l官 轄 i 基 幹 番 号 i技番号 i

※口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口 ＠増融コード旦＋万ひ増融芳額

;g口口口口口口口

q書荷停月f 百万 子宮十円
' 

日

※；口口口口口口口口口口口口口口口
~笠空こゴ.！：：！！！躍とゴ.!::J!!墜とゴ iこ鎚起とゴi三里庄主ゴ同時国i詰へ？

＠増融理由
④酎問元開惨始年月隼日及び訪問月終了年月日a時剖 元. 軍 J開 ' ※口口
口口口口口口口日口口口口口口口語時分

＠決定年月日元号
智彦 月 目

と盟主主ゴ」ニ姐i誼＝ゴユ::2!!t!圭ゴ ト阿古~•.t:坦i主主ゴ1::2!!!圭藍ゴ ※口口口口口口口⑤実日数

口口口口口口口口口口日
＠担理巨分

※口口

労働者の氏名 歳） 事業の名称

都府 郡匡 都府 郡区
道県 市 道県 市

労働者の住所 事業場の所在地

1. 

2. 
主治医の所属す

主たる傷病名
る医療機関名称

3. 

基：－，＿準矧B告践磁示7第場2磁の京1証iこ主2総ー定？＇す段量る動8疾三病二等ニの4有弱無3み両無』ー＂:i厳告説幅減ー

主治医氏名

傷病の経過

年 月 日～ 年 月 日
指示期間 年 月 日～ 年 月 日

年 月 日～ 埠 月 日
特別指示期間

年 月 日～ 年 月 日

年 月 日～ 年 月 日
精神指示期間

年 月 日～ 盆手 月 日

年 月 日～ 年 月 日
精神特別指示期間

年 月 日～ 年 月 日

l：問看：ステーシ1 l：問看ケシ 圃．訪様式第9号
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0基本療養費等の明細は裏面に記載してください。

0医師の訪問看護指示書の写しを添付してください。

圃



｜固囚図固回国固回図回l
心身

訪問終了の状況 1睦快 E施恒 3匪痩暗闇 4死亡 5その他（ ｝ 

の ｜時期 年 月 日午刷・午桂 時 分

状態 死亡の状況 I
場所 l自宅 Z施股 Z病院 ＂彦根所 5その他（ ｝ 

⑩ 基本療養費 (I）及び（II) ＠基本療養費（ I)及び（III)
⑪看護師等 （週3日固まで） 円× 日 円 ⑪看護師等 （週3周回まで30分未満） 円× a 円

（週4日目以降） 円x 日 円 （遡3日固まで30分以上） 円× 日 円

理学暗法土等（週3S固まで） 円x 日 円 （週4日目以降30分来情） 同× 日 円

（週4回目以降） 円× 日 円 （週4S目以降30分以上｝ 円× 日 円

専門の研修を呈けた看護節 円〉〈 日 円 ＠作業療法士（週 3日目まで30分宋満） 円× 日 円

基 ⑫准看護師 （週3日目まで） 円x 日 ：精 （週3回目まで30分以上） 円× 日 円

（週4日間以降） 円× 日 （週4日目以降30分未満） 円× 日 円

⑬看瞳師等 （週3日目まで） 円× 日 円 （週4回目以降30分以上｝ 円× 日 円

（週4日目以降） 円× 臼 円 ＠准看護師 （遡3白目まで3C分未満） 円x 日 円

(3人以上） （週3日目まで） 円x 日 円 （週3日目まで30分以上） 円× 日 円

（週4周回以降） 円× 日 円 ［週4日目以降30分未満｝ 円x 日 円

本 理学療法土等｛週3日目まで） 円× 日 円 （週4回目以降30分以上） 円× 日 円

（週4日目以降） 円× 日 円神 ＠看謹師等 （週3日自主で30分未満） 円× 日 円
(3人以上） （遡3日目まで） 円× 日 円 （週3日目安で30分以上） 円× 日 円

（週4日目以降） 円× 日 円 （週4回目以降30分未満｝ 円× 日 円
専門の研修を畳けた看護師 円× 日 円 ｛週4回目以降30分以上｝ 円× 日 円

＠准看謹師 （週3回目まで） 円x 臼 円 (3人以上）（週3日目まで30分未満） 円x 日 円

療 （週4日目以降） 円× 臼 円 （週3日目まで30分以上） 同x ヨ 円
(3人以上｝ （週3日目まで） 円× 日 円 （週4回目以降3.0分未満） 円x 日 円

（週4日目以降） 円× 日 円 科 ｛週4回目以降30分以上｝ 円× 日 円
⑮難病等祖数回訪問加算 円x 日 円 ＠作業療法士（週3日目まで30分未満｝ 円× 日 円

円× 日 円 （週3日目まで30分以上） 円× 日 円

⑮車急酌問看護加算 円× 日 円 （週4日目臥降30分未満） 円× 日 円

養 ⑪長時間訪問看護加算 円× 日 円 （週4日目以降30分以上） 円× 日 同

⑮乳幼児加算 円× 日 円 (3人以上）（週3回目まで30分未満） 円× 日 円

⑮幼児加算 円× 日 円 （週3日目まで30分以上） PJX 日 円
⑫複数名訪問看護加算 基 （遇4日目以降30分未満） 円× 日 円

看聾師等 円× 日 円 （週4日目以降30分以上） 円× 日 円
理学療治土等 円× 日 円 ＠准看護師 （週 SS固まで30分未満｝ 円× 日 円

費 准看護師 円x 日 円 （週3回目まで30分以上｝ 円× 日 円

看護補助者 円× 日 円 （週4日目以降30分未満） 円× 日 円

⑪夜間早朝訪問看護加算 円× 日 円 （週4回目以降3吋示以上） 円× 日 円

⑫揮夜訪問看護加算 円× 日 円 (3人以上｝（週3回目まで30分来満｝ 円x 日 円

基本療養費（III) 本 （週3回目まで30分以上｝ 円× 日 円

＠看護師等 円× 臼 円 （四4日目以降30分未満） 円× 日 円

理学時法士等 円× 日 円 （週4日目以降30分以上） 円× 日 円

＠緊急訪問看謹加算 円× 日 円

⑮情報提供療養費 円
＠長時間肪問看瞳加算 円x 日 円

⑩ト汁川ア療養費 1
＠檀聖女名訪問看謹加算

円 看謹師等 円× 日 円

前 問 日
療 作業療法士 円x 日 円

1 2 3 4 。 6 7 准看護師 円× 日 円

看護補助者 円x 日 円
8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 精神保睡福祉士 円× 日 円

1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 ⑩夜間・早朝訪問看護加算 円× 日 円

2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 ＠深夜訪問看護加算 円× 日 円

養
＠精神科複鞍回訪問加算 円× 目 円

2 9 3 0 3 1 
円× 日 円

主措匡への直近報告年月日 基本療養費（II)
年 月 日 ＠看護師等 円× 日 円

握供した情報の揖聾
作業療法士 円× 日 円

＠基延本長療時養間加費算（町）
同× 時間 円

費
⑮看護節等 円× 日 円

情報桂供先の市（匡｝町村等の名称 作業療法土 円× 8 円

⑮ ＠管理療養費

特記事項 円＋ 円× 日 円

1 他① 管 ~24時間対応体制加算 24時間連絡体制加算 円

2 it也② ＠特別管理加算 円

3 提 理 ＠主~I院時共周指導加算 円× 回 円

4 特地 特別管理指導加算 円× 田 円

5 介 療 ＠退院主撞指導加算 円

6 支援 ＠在宅患者連機指導草加算 円

7 同一日 養 ＠在宅庖者需急時等カンフアレンス加算

合計額 掠車両＠に転記してくださも、． 円× 回 円

円費 ＠精神重症患者早期集中支援管理連携加算 円

お願い
Oこの用紙は、機械で直接処理しますので、折り曲げたり汚したり、また他の用紙をのりづけしないでください。

O小枠内は、黒ボーノレベンで、枠からはみ出さないように、標準字体にならって、ていねいに記入してください。
Oこの用紙は、直射日光・湿気をさけて保管してください。
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書

帳票種別 修E葺目番号 修E欄

国四回国回 ※口口 ※口口口口口口口口口口口口口口口

①年金証書番号 ＠百支万払十額万
方

司子
首 ＋ 同

l管轄局l種別l西暦年l 番 号
※口口口口口口口

口口口口口口口口口 ＠滑融＝主主ド悪p増ヂ額千
官 ＋ 阿

＠訪問聞見守拍年月司日F正び肪間R終了年月日目時剖
完号 笥$

' 
日

※；口口口口口口口口

7平成口口口口口口口日口口口口口口日立時分
＠醐理由

※口口iこまE主主ゴI→月は古へf上当E庄藍ゴ iニ盟主回！.＿，，月は右へ·•.!::fil!出L::t

＠快定年月日
元号 長手 J陣 関⑤実日韓 ⑥百合万計額＋万

※口口口口口口口
口口口日

万• 育 ＋ 月

口口口口口口口 ＠出理区分

※口口

労働者の氏名 歳） 事業の名称

明・大・昭・平 年 月 日生
都府 郡匡 都府 部医
道県 市 道県 市労働者の住所 事業場の所在地

1 

2. 
主治医の所属す

主たる傷病名 る医療機関名称
3. 

基準告示第2の1に焼定する療病等の有無

（｝五瞳樹7 齢融2ー~京．瞳長量8有五二ニ可言伝3幅無す除草畠；；.＿；；耐頑ー主治医氏名
傷病の経過

年 月 日～ 年 月 日
指示期 問

年 月 日～ 年 Jl 臼

年 月 日～ 年 月 日
特別指示期間

年 月 日～ 年 月 日

年 月 日～ 年 月 日
精神指示期間

年 月 日～ 年 月 日

年 月 日～ 年 月 日
精神特別指示期間

年 月 日～ 年 月 日

1：問看了：l

労

災

保

険

訪

問

看

護

費

用

請

求

内

訳

※
印
の
欄
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

0基本療養費等の明細は裏面に記載してください。

0医師の訪問看護指示書の写しを添付してください。

． 



｜固目図固四国固回図回｜
身•L' 訪問終了白状況 1臨快 2施E Z匡揖槽闇 4死亡 Eその他［ ） 

の 時刻 年 月 白 午前。午後 時 分

状瞳
括亡の状況

場所 I自宅 2施館 2謂院 4陸型軽所 Eその他｛

⑮ 基本療養費 (I）及び（II) ⑨ 基本療養費（ I)及 び （ill)
⑪看護師等 （週3日固まで） 円× 日 円 ＠看護師等 （週3日目まで30分未満） 円× 日 円

（週4日目以降） 円× 日 円 （週3回目まで30分以上） 円× 日 円

理学療法士等（週3日目まで） 円x 日 円 （週4S目以降30分未満） 円× 日 円

（週4回目以降｝ 円× 日 円 （週4日目以降30分以上｝ 円× 日 円

専門の研修を受けた看護師 円× 日 円 ＠作業療法土（週 3日固まで30分未満） 円× 日 円

基
⑫准看曙師 （週3日目まで） 円× 回 1精

（週3回目まで30分臥上） 円× 日 円

（週4日目以降） 円x 日 （週4日目以降30分未満） 円x 日 円

⑮看護師等 （週3日固まで） 円× 日 円 （週4日目以降30分以上｝ 円× 日 円

［週4日目以降） 円× 日 円 ⑮准看護師 日且3日同支で30分未満） 円× 日 円
(3人以上） （週3日目まで） 円× 日 円 （週 3日固まで30分以上） 円× 日 円

（週4回目以降｝ 円× 日 円 （週4日目以降30分来欄） 円× 日 円

本 理学療法士等（週 3S閉まで） 円× 日 円 （週4臼目以降30分以上｝ 円x 日 円

（週4日目以降） 円× 日 円 神 ⑮看護師等 （週3日固まで叩分未満） 円× 日 円
(3人以上） （週3日目まで） 円x 日 円 （週3日目まで30分以上） 円× 日 円

（週4日目以降｝ 円× 日 円 （週4日目以降30分来構） 円× s 円
専門の研障を畳けた看護師 円x 自 円 （週4日目以降30分以上） 円x 臼 円

＠准看謹師 （週3日目まで） 円× 日 円 (3人以上）（週3日目まで30分来満｝ 円× 日 円

療 （趨4日目以牌） 円× 日 円 （週3日固まで30分以上） 円× 日 円
(3人以上｝ （週3日目まで） 円× 日 円 （週4日目以降30分来構） 円x 日 円

0114回目以降｝ 円x 目 円 科 （週4回目以降30分以上） 円x 日 円
⑮熊澗等檀数回訪問加算 円× 日 円 ③作業療法土（週3日固まで30分来摘｝ 円x 日 円

内× 日 円 （週3日固まで30分以上） 円× 日 円

⑮車急訪問看護加算 円x 日 円 (l!i4日目以降30分朱欄） 円× 日 円

養 ＠長時間前問看護加算 円× 日 円 （週4回目以降30分以上） 円× 日 円

⑮乳幼児加算 円x 臼 円 (3人以上）（週3日目まで30分未満） 円x 日 円

⑮幼児加算 同× 日 円 （週3日目まで30分以上｝ 円× 日 円
⑮撞数名訪問看謹加算 基 （週4日目以降30分未満｝ 円× 日 円

看護師等 円× 日 円 （週4日目以降30分以上） 円x 日 円

理学療法士等 円× 日 円 ＠准看謹師 （週3日目まで30分未欄） 円× 日 円

費 准看謹師 円× 日 円 （週3回目まで30分以上） 円× 日 円

看護補助者 円x 日 円 （溜4回目以降30分未満｝ 円× 日 円

＠在闇ー早戦訪問看護加算 円× 日 円 （溜4日目以降30分以上｝ 円x 日 円

＠時夜訪問看護加算 円× 臼 円 (3人以上）（週3日固まで30分未満） 円× 日 円

基本療養費（ill) 本 （週3回目まで30分以上） 円× 日 同

＠看護師等 円× 悶 円 （週4回目以降30分未満） 円× 日 円

理学療法士噂 円x 日 円 （週4回目以降30分以上） 円x 日 円

＠緊急訪問看瞳加算 円× 日 円

⑮情報握供療養費 ｜ 円
＠長時間訪問看韓加算 円× 日 円

＠檀数名前問看護加算
⑪タ－ （ナルケア療養費 ！ 円 看軍師等 円× 日 円

肪 問 日
療 作業療法士 円× 日 円

1 2 3 4 。 6 7 准看護師 円× 日 円

宥聾補助者 円× 日 円
B 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 精神保健福祉士 円× 日 円

1 5 1 6 1 7 1 B 1 9 2 0 2 1 ⑩夜間早朝酎問看護加算 円× 日 円

2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 B ⑪深夜訪問看護加算 円× 日 円

養
⑮情神科誼数回訪問加算 円× 日 円

2 9 3 0 3 1 円× 日 円

主治医への直近報告年月日 基本療養費（II)
年 月 日 ⑮看護師等 円× 日 円

提供した情報の槙要
作業療法士 円× 日 円

⑪基延本長療時養間費加算(N) 
円× 時間 円

費 ⑮看曹師等 円× 日 円
情報提供先の市（IK）町村等町名称 作業療法士 円× 日 円

⑮ ⑪管理晴養費

特記事項 円＋ 円× 日 円

1 他① 管 ⑫ 24時間対応体制加算・ 24時間連絡体制加算 円

2 他② ⑮特別管理加算 円

3 世 理 ＠退院舟共同指導加算 円× 回 円

4 特地 特別管理指導加算 円× 回 円

5 介 療 ＠退院主撞指導力目算 円

6 主撞 ＠在宅息者連携指導加算 円

7 同一日 養 ＠在宅息者車急時等カンフアレンス加算

合計額 磁表面＠に転記してください． 円× 回 円

円 費 ＠精神重蓮患者早期集中主撞管理連携加算 同

お願い
Oこの用紙は、機械で直接処理しますので、折り曲げたり汚したり、また他の用紙をのりづけしないでください。

O小枠内は、黒ボーノレベンで、枠からはみ出さないように、標準字体にならって、ていねいに記入してください。
Oこの用紙は、直射日光・湿気をさけて保管してください。
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．臨む車7号（5 2提而）

じ業務災害用！
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様
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（
五
）
を
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よ
う
に
改
め
る
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圃

命
吻

（号外第 193号）

｜標準宇体｜りI112百耳目6l718lqJ“｜。｜ー
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吟t.""'"・ 時 間 R＂＇＂ード母附 f来期酬附時価即日ド

口口口口口口口口H口i野口口口

報官金曜日

労倒J者災害補償倒倹
第四

胴ー働市分）

平成 26年 8月 29日
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で
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だ
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。
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だ
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。
折
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折
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羽田曲目白血曲目白出 世口口口口口口

休刊口口口－口口口口，

際1~：：新
一叫I 一 一
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~~ill ト己目白出口口口口口口口口口口口口口
主主丘-1U'!' 一一一一一重韮主主

凶

証言

｛法人その他の団体であるときはそのAl務及び代表者の氏名）
O＜遣労働者について、時養補償給付のみの請求がなされる場合にあっては、派遣先4君主は、 OF<遣元事業主
が証明する事A百円記載内脊が事実と相違ない旨高田に記載してください。

｛イ）酷病名｜

⑤の孝子については、｛イ）に記載したとおりであることを証明します。
所有地 野恒若手号

年月＂病院又 i士 山 明 記 品 同 局
一一一一一一一一一診出所の名 持 砥而置す 鴻

器出担当者氏名 印

＠ω者については、（ロ）及四割に記蔵したとおりであること及び（ロ）に記総した事項はーーー一一一＿!lf師の指示に梼づく
ものであることを抗珂し会寸。

壁一一」L」皇 郵僻ま
o!! 
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前問看謹担当者
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事業場町所住地

事車主の氏名
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印

世話~＇ナ
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上記により県長崎間給付たる時長の費fll的支柏を措，，しますの
向

日F7世話得場主監査止円月年

抽

間J

作所

氏名

請求人の
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、

，
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、
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19 平成 26年 8月 29日金昭日 官 幸E （号外第 193号）

隣町帯7号（5)（高間

可~
所属事業拐の

"'''' 所在地

［＜＇~似は酬の時剖 ｜｛へ1生 の 糊

｜『器時制 I~1.:1ii~ ~~~－ 
（卜J!li午替の聞悶及び猪生状拙 （あ）どのような場所で（い｝どの上うな作来合しているときに（引どのような物又は環境に（え〕どωような不安全

な又は有害な状態があって｛お）どのよフな災＂＇が発生したかを訴細に忽入寸ること e

療養の内訳及び金額
信 病 の 経過

門x 円 円
指不問問 年月日～ ，，月日／ 年月日～ 勾月日

l司ズ ロ l'I 
（特別指示l国間1

i信者藷珂E pix 

" ドi 午月 U～ ，，月日 J ~月日～ <p・且 u

円x 月 内

" 加腎 内 訪問日

費 加どま 円 Imぉ 円

' ' ' 
; も 勾

語｜者議柿符 ＂ズ 日 円 " ' " " " '" 
,_, 

、早三x 日 内

'・' " '" " '" " 2唯音拍師 ['[X 円 円

円x " j可 " "' 
見4 " " " 2時Z叉

力制 加＂ 円 仰滞 円

'" "" "' 喜一一日 同 加~ 附

管制 円 同 主治＂への l在＂報告年月臼

理 2 日目以降 " 円 牢 II 円

術 車問咋 判 加協 円 提供した情報の慨耳
発貨 加算 間

" ＇事
阿

情報酬療養費｜ 円q

F寸＇＂＇時礎資！ 記亡＇・－』 I円
内 情報提供先の市｛匡）町村の名科．

信 " 円
合 Ji・ i " 
〈注意｝ I 共通の注意事項

（けこの簡＇＂詩は、訪問看鵠事業すから訪！日，，旨純金受けた 1：介に傑出才るニと e

(2) （コ）は、労働者が直後川原寸る事業場が一信i<lmの取級いを受けている喝合；こ、労働者が底儀所属する文店‘

工事現場等を記載すること n

り） ，＜ト）は、どのよ？な刷所で どのよ弓に作業をしているときに、どのよつな物でXはどのよコた状況において．

どのよフにして災害が犠生したかを簡明に紀紘ずるこ＇＇
2. 傷病補償年金の受給術者が当伐傷病に係る療養の費用を読求寸る得合以外の場合の設立事項

(1) cは、記載すっ必与さがないこと“

(21 （へ）は 災存発生の事実を確認した者（路総した者が多数あるときは、佐初；こ発見した苦）争記載すること．

(3) （へ）及び（ ＇）は、第 2阿以後の持求の場合には記叫する必要が今いこと酌

( 4）第2回以後の鋭求が向t職後である抱合には事恭支の説明は＂ける必.＜！がないこと，

3. 傷病補償年金の受給権者が当日安保病に係る続箆の費用を鏑求 Jる場介のむ＂＂事項

（け母、＠）.OJ （ホ）、｛へ）及び（卜） Iま主総ずる必要がないこと伺

(l) 本器官主の証明は受ける必震がないこと，

1. 『療養の内訳及び念額Jの各欄に寄さ切れ，，い場合は、余白に記載ザるか、別U（を揃付するニと。

l派遣JC事盟主が証明する事項（友両OJ⑦抗日に（ホ）及び（卜））の記載内裕について事実と相；湿ないことを配明します。局

;y. 1誌の名林 世話番母 語

開遣先事業

主証明欄 年 月 日 事業場の所主：地 部世話号

事業主の氏名 印

（陸人その他的出休であるときはそのq-，祢及。代表者四氏名）

表面の，，入枠｜

を訂正Lたとi

さの灯担印開i

削

j加

字 社会保晴 It恒成予rnH提出た行者の表示

労 務ゴ

配政欄

"' 名 ｜ 電話醤号

印！.，己 rn 
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労働者災’S補償｛剥攻

第回

市1寸身部l'l

平成 26年 8月 29日

務缶む曹1＇号の 5 5）（衷而）

I iill勤災害用｜
療養給付たる療養u;貸別制氷脊

ト自由l白国自白口口笛i
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。
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折
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開／~；：新規叫白 山市出白口出町i白色白色｝
＇＂＇λ応｝ i一一一一一一一一一一一一一一~ L一一－＇
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調：恒静号事提沼町所｛＋地

｛法人その他の同体であるときはその名林＆ff代表者の氏名）
（注意｝ l事推＂＂＇裏 d石川（判、（リ地ぴ＂＇＇につもて也知り得恥かった治介に世田村る必高＂＇＂ ＂＂で、知り得天国司＇＇＂＂民同ヰ号金納してくださ同

2防法労働有こついて、 S前議給付のみη2晴附される射にあっては、回世先本当た封士、耐師辺住業主が＂馴する事長 ρ品剛容が事実と
相店主＇＂、旨高利；こ配給してくださしも

｛イIIll病名｜

＠の者については、（イ）に記疎したとおりであることを統制します三
所ホ地 警豊主主

は
の 名 称 包副議号 ~ 

訟摂J相当者氏名 印

＠：の者については、（ロ）丑日＠に記設したとおりであること及び（ロ）に記載した帯域防ι一一一一一一一軍師；"Jilt；，，に基づく
ものであることを証明します。
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体
一

災

げ

－

労

所

主

エ

一

ホ

一

（ト）災符の原因及ぴ鐙生状況

口。就業の場所から住居への移動

ロ。こ後慨する住縛聞の移動

7羽田
尚
ヨ島

（リ）負傷又t持病の匂月日及明糊

（ヌ）災宙往生の渇r;;

司蕊事；；レ叫柏村間
は移動の終点たるは総力場叩

此業開紛の下必＇＇・＂ ＂＇長び時刻
（ヲ）出酬の幽抑冊同レ、・・＂＇＂に

該当する刷会士記殺すること｝

住併を戯れた年月臼及び時刻
(9）αたF時の泌隅似種符μミイ ニ又はオに

Z涼当ずる＂＇仰お色絵「ること）

必読終了の年月日及び時刻
（カ〉叫富市辺即ポ抑~ Cl, "J<.l;t；~に

E去五する窃吟1・.ti（官同ニと）

鼠諜の場所剖臨た作M目及じ何時剣
（ヨ）＂榊 W醐＂＇即断ロメ昨叫附

寸ーる，，伽1晶給汁ること｝

（タ）第ごを行為災害

健康扶険ロ戚特例依保険者ア恨
｛レ）の記局及び雷母

（ソ）関守削減〉有無慾f忠明勤
の事泌刊が一二叉はホに篠当ずる場沿う

療養の内訳及び金額

前
年月 μ 午後 時倒｜（チ＞！~酷臨臨（：~，~韓調縫っZ詰切盟問i;;i~円

'f 月 H ’I rg 時 会開i

年 月 白午 E 時 分頃

年
” 日午宮 時 分頃

年 封 咋 うメ.

該当する・政当しなレ、

有無 (:Y）脂ff：直，;ii,;ft居に係るfl’＇＂＇

時間｛通常め移動の所史時間 ？？〉

,. ＇両内抗過

品｜骨＂師寺 門X 同 円

本1, at百 f聖白百
内〉〈 日 円指吊期間i 宇 H ＂』年 JJ fl / 午＂同～ 年月円

門x 民 ~ （特別指示期間｝ 午 JJ rJ～ 苧 ~J U I 平 ;i r1～ 午 JI t1 露。l 円X ' 加算 内 加寓
同訪問1 B 

加算 ドl ＂＂＇車 月

内X 同
2 3 ' 。 財

同ヲ《 u 刊 相 ' '" " " " " I tt ！本同1 毎 佑谷川 "" " IY 

'" " '; " '" 20 " 門× 日 円
22 " 24 25 " " H 

加~ 門 ＂設 門

卸＂ ドl 加鉢 同 " "' '' 
" l初 ロ 内 4・情匝i，、。』i証近距＇／；年月日

機叫 I, ＂ロ以降 加湾
円 円 午 月 u 

内 川第 門

~ 加見 " /J,1 ~｝ 円 提供Lた胎岡山慨硬

情判提世，棺聾肯｛ 円

?-Uur~置聾費唱l児亡 rrJ1u 
円 十占帽促供叱の，i;』＇＇＂町村の色枠

午 • " 
合 計 l 刊

(ti. .11:) I. Jむ過の花E式市川
＼＼）この幼求書は t向者殺事.f.者から訪問滑譜を交げたゆ合に傑出すること

¥2) （ホ）は労働者以 【愛好ト鴎ずる拶裂含舗がー活適用の取＂＇、を受けて，.る鳩合に 労働者S句け＂克属寸る末以； ヱ＊＂渇専を記燥するニ L
同〈ト＇＂ L付3ような場所をどのようえよ方拡で修勤しても、る際に ど♂ような物で又ほどのような状況におL、て どのようにして災容が桂供した方、合

簡明に記総tること凶
＂り【レ】は、封求人が健＂号峨，，肩特例綾保険..でない株イとは 寄己破1る必＂古，，， L、ことゆ

' ~病年令の交制信者カ肖筏傷病に係るE寝袋の賛川合加求4 る明暗合以外の場合め辻...事峨
Iii＠は、記殺する＇曜をがないこ I;,
<Zl ift:l間以後の甜＊の鳩合巴，， （へ）から｛ヨ｝まで並びに（ソ｝及び（刊に川、ては沼給する必慢 なく 三また事ミー売の路”は受げる＂！寄 ;jl/.j:＼・、ことt

I. 似病午金仰受給憎符＇＂当畝＇＂初ニ係ろ得貨の費用を斜求寸る渇合の tt吉本＂＇
(I) (f, ('f; (J';及U Jから｛タ〉定で、惟びに｛ソ＇＂ぴ【ツ】は記紐する必挺がないこと，

(2)事業J；＂証明は支＂る必史阿川、こと F

I. ＜≪業主の氏名iの閥 『前問否認但当者」の側改び出； R人的氏名Jの闘は記名抑印寸ちこどに＂ぇ τ 自説＝よる嘗名をするニとが尽きる－
.!. 1根拠の内訳.ぴ卸司.＇作閣に脊き切れ柏崎合 I'!. '.j1町こ記刷剖＼別紙会話付十る＝と

1派遣元事業主が紅川寸る事項（友商の由枝びに｛チ）〈通指の峰鈎＂経路及び万誌に限る。）、（リ）、（ヌ）、（ノレ〉、（ヲ） lカ） （ヨ｝及び，，））
lの記載内符について事実ど佃過ないこと金隈別しま Ll 局
｜ 事業 の名 詞 制附 常

派遣先事業｜

主証明欄｜一一~州場のilil'E）也 郵廃刊

I 事業主の氏名 印

（法人その他の団体であるときはその名祢及び代表者の氏名）
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